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卓話 柴山 壽子 様

＜気学鑑定士＞

本日の例会

全員クラブ協議会

＜ガバナー 訪問準備＞

「地域に根差したロータリー活動を展開しよう」

国際ロータリー第２５８０地区（東京・沖縄）
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第 1 9 6 7 回 例 会 報 告

職業奉仕12章 「社員教育に熱意を注ぐのは立派な職業奉仕だ」

１１月はロータリー財団月間です。

（ 2 0 1 2年 1 1月 1 4日） 司会 藤野 豊 ＳＡＡ（会場運営委員長）

幹事報告続き…

○次回11月21日の例会は、全員クラブ協議会
として、ガバナー補佐、分区幹事によるヒ
アリングが行われます。発言者、田中クラ
ブ奉仕委員長をはじめとする、五大奉仕委
員長にはよろしくお願いいたします。

○第9回天乃屋カップ、レディース・ダブルス
卓球大会開会式に出席。
11月11日（日）午前9時30分から
真如苑体育館
64チーム、128人の選手が多摩の各地から
参加。当クラブが、協賛した大会です。

幹事報告 （ 波多野 晃夫 幹事 ）

○「第6回全国ＲＹＬＡ（ﾗｲﾗ）研究会」開催
案内
（ロータリー ユース リーダーシップ アワー
ド 14才～30才までの若い人のプログラム)

・2月9日（土）10:00～
・グランドプリンスホテル新高輪
・登録料 ￥10,000-

○地区青少年交換委員会主催「懇親会」の案
内

・12月15日（土）18:00～
・学士会館

○ハイライトよねやま 152号を頂きました。

○武蔵野女子学院より「ニュースレター」を
頂きました。

（ 比留間 市郎 会長 ）点 鐘

斉 唱 奉仕の理想
ソングリーダー（ 嶋田 哲男 会員 ）

来客紹介 （ 比留間 市郎 会長 ）

○ゲスト
三木 繁光 様 ＜卓話講師＞
（三菱東京ＵＦＪ銀行 特別顧問）

会務報告 （ 比留間 市郎 会長 ）

「中国リスクについて」
三木 繁光 様（三菱東京ＵＦＪ銀行 特別顧問）

卓 話

○福生ＲＣ石川会長より香典のお返しを頂き
ました。
（香典・献花両方のお返しです。2ヶ）

会 員 数 出席者数 出 席 率 前々回出席率修正

30名 24名 96.30% な し

○事前メークアップ
後藤 正次 会員（福生中央ＲＣ）
内野 均 会員（ 〃 ）

○出席免除会員
渡辺 俊晴 会員 榎本 昭 会員
石井 源一郎 会員

（ 藤野 豊 会場運営委員長 ）出席報告
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比留間市郎会長・波多野晃夫幹事⇒三木繁光様ようこそ当
クラブにお越しくださいました。卓話、楽しみにしており

ます。
比留間孝司会員⇒三木繁光様、本日は有難うございます。

卓話の件何卒よろしくお願いいたします。
波多野稔会員⇒本日は三菱東京UFJ銀行特別顧問三木繁光先

生にはロータリークラブの卓話にご来会有難うございます。
当社も43期におかげさまで入りました。感謝申し上げます。

齊藤孝喜会員⇒本日は三木様大変有難うございます。本日
の卓話は大変な物語になるのかと思います。今後共宜しく

お願いします。
比留間市郎会長⇒誕生日を祝って頂き有難うございました。

網代雅男会員⇒結婚月を祝って頂き有難うございます。
小林邦雄会員⇒誕生日を祝って頂き有難うございます。

♦ 今回計 ４０,０００円 累 計 ５９８,０００円

ニコニコＢＯＸ （ 小林 邦雄 親睦委員 ）

委員会報告

○社会奉仕委員会より（倉内 淳 委員）
残堀川クリーンアップ作戦に参加される方は、
11/17（土）10:00より残堀川親水広場に集合し
て下さい。作業できる服装で。ロータリーの帽子、
ジャンパーをなるべく着用して下さい。

○ゴルフ部より（倉内 淳 会員）
11/20（火）地区ゴルフ大会の決勝大会が開催さ
れます。当クラブよりは6名参加の予定ですので
よろしくお願い致します。

○当クラブのバナーについて（野島 征 会員）
40周年に向けて当クラブのバナーのデザインが固
まってきました。そこで本日の例会後に炉辺会合
を行いますので、関係会員の参加をお願い致しま
す。

中国という国は、これを市場としてとらえると、大
変魅力のある国です。私どもの銀行でも海外事業の
柱として考えており、また取引先企業の事業進出を
積極的に後押ししております。しかし今年になって
これまでの高成長の持続が疑問視され始め、そして
尖閣諸島をめぐる対立により中国市場へのかかわり
が、リスクとしてとらえられるようになりました。
しかし結論からいうようですが、中国市場はなお、
その価値を失うことはなく、現在いわれているよう
な、諸問題も5年程度の時期をみれば、落ち着いて
くるのではと思われます。以下、個別の論点をふま
えながら考えていきます。

①経済リスク

１.不動産バブルではないのか？
→中国では土地は国有であり、市場性があるの

は実質的には建物（住宅）のみ。これもバブ
ル期の日本程の負債の比率はなく、また存外
に核家族化が進んでいることから、潜在需要
が高い。

２.公共投資が過剰ではないのか？
→各地方ベースでは供給過多の所があるが、中

央政府のコントロールが働いている。

３.外国の投資が減少しているのではないか？
→もともと、外資の参入が制約されており、急

速な資金不足が起きにくい。

②政治・社会リスク

１.共産党支配体制が持続できるのか？
→この点が現在の大きなポイントである。たし

かに党内での対立はあるが、現体制の維持に
ついてはコンセンサスができあがっている。

２.汚職、格差などに対する国民の不満の高まりは？
→インターネットなどによる情報の拡散と、当

局による規制との綱引きがつづいているが、
例えば反対デモ等を不満のガス抜きに上手く
利用するような所があるのもまた事実である。

③ビジネスリスク

国内企業を守るために、外国企業をいじめるよう
な法規制をかけるような事は、以前からほぼ周期
的にある。これを現実として直視して対処してい
くべき。

④『中国 プラス・ワン』
中国市場からのリスク分散として、タイ,インド,
ベトナム,そしてミャンマーといった他の国への市
場参入をもっと積極的に行うべき、との意見も強
まっている。だがそのためには、各国の中間所得
層のボリュームや労働者の賃金水準,そしてインフ
ラの充実度をみるのはもちろん、その国民性や文
化等もよく理解しないと結果を伴わないであろう。
むしろ期待値が高くなりすぎているような所もあ
る。

以上、様々に論じてきましたが、日中両国の相互
の貿易依存度からいっても、決して単純に別れら
れる状況にはないといえます。
そこでアメリカ等を含めた各国のパワーバランス
もふまえて、あるべき両国の関係を考えていくこ
とが大切なのです。

※ 三木様には、グローバル経済についてマクロの
視点そしてエスタブリツシメントのお立場から、
有益なお話しをして頂きました。質疑応答を含め
て約50分にも及びました。有難うございました。

卓 話 「中国リスクについて」三菱東京ＵＦＪ銀行 特別顧問 三木 繁光 様


